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質問
順番 質　問　事　項 質問議員

１ 　1．新型コロナウイルス感染と自然災害対策について 堀川　賢治

２ 　1．学校教育の学習支援等について
　2．行政の情報発信と通信環境整備について 田中とよ子

＊一般質問　☞ P3　６月 17 日に、２名の議員が一般質問を行いました。

６月 17日　日程第 1号
議案番号 件　　　　名 結　果

報告第１号 　御宿町一般会計繰越明許費繰越計算書について 報　告

報告第２号     御宿町一般会計事故繰越し繰越計算書について 報　告

議案第１号 　御宿町防災行政無線戸別受信機購入に係る物品売買契約の締結について 同　意

議案第２号 　夷隅郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する
　協議について 同　意

議案第３号 　特別職の職員の給与の特例に関する条例の制定について 可　決

議案第４号 　一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について　 可　決

議案第５号 　御宿町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について　 可　決

議案第６号 　御宿町税条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第７号 　御宿町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第８号 　御宿町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第９号 　御宿町重度心身障害者（児）医療費等の助成に関する条例の一部を改正する
　条例の制定について 可　決

議案第 10号 　御宿町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第 11号 　御宿町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第 12号 　御宿町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第 13号 　御宿町営住宅設置管理条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第 14号 　令和２年度御宿町一般会計補正予算（第 4号） 可　決

請願第１号 　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願書 採　択

発議第１号 　義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出について 可　決

請願第２号 　「国における 2021年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願書 採　択

発議第２号 　国における 2021年度教育予算拡充に関する意見書の提出について 可　決

＊提案議案と審議結果　各議案の説明は☞ P6　　　　　　

一般質問と議案審議結果一般質問と議案審議結果
令和２年第２回定例会令和２年第２回定例会
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ル
ス
が
流
行
す
る
前
、
昨
年

の
台
風
19
号
の
際
に
は
約

３
０
０
名
の
避
難
者
が
お

り
、
同
等
の
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
３
密
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
、
な
お
か
つ
避
難

者
を
十
分
に
収
容
で
き
る
避

難
所
の
確
保
は
で
き
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
避
難

所
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
、

避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
）

に
基
づ
き
作
成
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

訓
練
の
実
施
や
、
避
難
所

の
運
営
に
つ
い
て
は
、
役
場

職
員
だ
け
で
は
な
く
、
消
防

団
や
各
地
区
の
自
主
防
災
組

織
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

訓
練
の
実
施
、
結
果
の
検

証
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
変
を

行
い
、
各
組
織
の
連
携
が
ス

ム
ー
ズ
に
と
れ
る
よ
う
、
体

制
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

更
に
は
、
マ
ス
ク
、
ゴ
ム

手
袋
、
消
毒
液
、
体
温
計
、

ス
ペ
ー
ス
を
区
分
け
す
る
た

め
の
簡
易
テ
ン
ト
と
い
っ

た
、
避
難
所
の
衛
生
管
理
を

す
る
た
め
の
備
蓄
等
も
進
め

て
い
ま
す
。

　

避
難
所
に
お
け
る
３
密
対

策
と
し
て
、
避
難
者
１
人
あ

た
り
３
メ
ー
ト
ル
四
方（
通

路
を
含
む
）
の
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
避
難
所
に
指
定
し
て

い
る
３
つ
の
施
設（
御
宿
中

学
校
体
育
館
、
布
施
小
学
校

体
育
館
、
旧
岩
和
田
小
学
校

体
育
館
）
に
は
、
合
計
で
約

２
５
０
人
分
の
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
で
き
る
と
試
算
し
て
い

ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

た
の
か
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
伴

い
、
現
在
、
防
災
訓
練
を
含

め
た
消
防
団
の
訓
練
は
全
て

一
旦
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
を
再
開
す
る
た
め
に
協

議
・
調
整
を
行
っ
て
い
き
ま

す
が
、
今
後
の
防
災
訓
練
や

避
難
所
の
運
営
に
は
、
感
染

症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
の
条
件
や
留
意
点
等
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

政
府
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
基
に
、
町
に
お
け
る

避
難
所
で
の
感
染
症
の
感
染

防
止
対
策
を
協
議
・
検
討
し

て
お
り
、
例
え
ば
、
住
民
に

対
し
て
は
、「
非
常
時
の
持

ち
出
し
品
の
中
に
消
毒
液
等

を
追
加
す
る
」、「
風
水
害
等

の
事
前
に
起
こ
る
こ
と
が
予

想
で
き
る
災
害
時
に
は
、
可

能
な
場
合
は
親
戚
や
友
人
宅

へ
の
避
難
を
検
討
す
る
」
等

と
い
っ
た
、「
新
し
い
災
害

対
策
」
を
周
知
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
訓
練
の
実
施
や
避

難
所
の
運
営
に
用
い
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も
、
政

府
の
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
際
し
、
町
民
は
精
神
的

に
も
経
済
的
に
も
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、
現
在
も
な

お「
コ
ロ
ナ
禍
」
中
に
あ
り
、

引
き
続
き「
密
閉
」、「
密
集
」、

「
密
接
」
の
３
つ
の
密
を
避

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
自
然
災
害
の
発

生
時
に
は
、「
住
民
を
安
全

な
場
所
に
集
め
る
」と
い
う
、

感
染
症
と
は
相
反
す
る
対
応

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

地
震
や
津
波
は
い
つ
襲
っ

て
く
る
か
わ
か
ら
ず
、近
年
、

特
に
千
葉
県
沖
を
震
源
と
す

る
地
震
や
、首
都
直
下
地
震
、

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
風
水
害
に
対
し

て
も
十
分
に
注
意
を
払
い
、

備
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
の
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
防

災
訓
練
や
避
難
所
運
営
の
方

法
等
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

Ｑ
住
民
を
守
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
り
、
大
津
波
が
街

に
押
し
寄
せ
る
光
景
を
目
に

し
て
以
来
、
防
災
対
策
を
第

一
と
し
て
町
政
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

懸
案
事
項
と
し
て
挙
げ
た

避
難
施
設
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
民
間
事
業
者
と
も
更
な

る
協
議
を
重
ね
、
避
難
時
の

３
密
が
避
け
ら
れ
る
よ
う
に

施
設
の
確
保
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

 

▲避難所での「３密」を避けるために購入

　された備蓄品

　テントは、避難者間のスペースを確保す

るために使用されます。　

 

堀 川 賢 治 議 員堀 川 賢 治 議 員

「感染症」と「自然災害」
　　両方を踏まえた災害対策は

町長 ― 「３密」が避けられる避難場所の確保を進める。

一般質問
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Ａ
紙
媒
体
に
よ
る
情
報

発
信
は
、
年
齢
に
関

わ
ら
ず
情
報
収
集
が
し
や
す

い
反
面
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
多

く
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

が
困
難
で
す
。
一
方
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
デ
ジ
タ
ル

媒
体
よ
る
情
報
発
信
は
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
多
く
の
情
報
が

発
信
で
き
る
反
面
、
見
る
環

境
が
な
い
方
や
機
器
に
不
慣

れ
な
方
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の「
コ
ロ
ナ
禍
」
で

は
、
行
政
区
と
連
携
し
、
臨

時
で
紙
媒
体
で
の
情
報
発
信

を
行
う
な
ど
し
て
対
応
し
ま

し
た
が
、
例
え
ば
公
共
施
設

の
閉
鎖
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
、
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

町
民
全
体
に
知
ら
せ
る
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
は
、
広
報
誌

等
の
紙
媒
体
、
防
災
無
線
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
が
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
し
か
載
っ
て
い

な
い
情
報
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
特
に
高
齢
者
は

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て

い
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
時
点

で
情
報
収
集
を
諦
め
て
し
ま

う
方
も
い
ま
す
。
難
し
さ
・

煩
雑
さ
が
引
き
起
こ
す「
諦

め
」
を「
町
政
へ
の
無
関
心
」

に
繋
げ
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、「
情
報
を
知
り
た
い
方

が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
そ
れ

を
入
手
し
て
い
る
の
か
」
を

踏
ま
え
た
情
報
発
信
が
重
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
住
民
が
気
軽
に
訪

れ
、
情
報
収
集
が
で
き
る
場

所
の
提
供
も
重
要
と
考
え
ま

す
。
現
在
、
町
と
地
域
と
で

取
り
組
ん
で
い
る
交
流
サ
ロ

ン
等
の
環
境
を
整
え
る
こ
と

で
、
家
庭
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
使
え
な
い
方
も
、
交
流

を
通
じ
て
情
報
収
集
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

を
置
い
た
学
校
行
事
の
実
施

を
各
学
校
に
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

学
習
支
援
と
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
24
時
間
使
用
で
き
る
学

習
支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
や
、

民
間
の
予
備
校
講
師
に
よ

る
授
業
の
拡
充
を
行
い
ま

す
。
人
材
確
保
、
環
境
整
備

等
、
学
校
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
早
め
の
対
応
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

教
育
課
長
）

　
「
コ
ロ
ナ
禍
」
が
学
校
教

育
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ

い
て
は
、
国
か
ら
の
交
付
金

の
活
用
を
含
め
、
広
く
意
見

を
伺
い
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者･･･
町
長
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

●
住
民
の「
実
情
」
に

　
合
わ
せ
た
情
報
発
信
を

Ｑ
今
回
の「
コ
ロ
ナ
禍
」

で
は
、
ほ
か
の
町
の

情
報
を
御
宿
町
の
情
報
だ
と

勘
違
い
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

町
が
ど
う
い
っ
た
方
に
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る

長
期
間
の
小
中
学
校
の
休
校

は
、
子
ど
も
た
ち
や
学
校
関

係
者
へ
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
学
校
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
２
か

月
間
を
取
り
戻
す
こ
と
は
大

変
難
し
く
、
特
に
高
校
受
験

等
を
控
え
た
生
徒
に
は
、
早

急
に
支
援
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
し
て
は
、
今
後
、
第
２

波
、
第
３
波
の
感
染
拡
大
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
次
代
を

担
っ
て
い
く
人
材
で
す
。
人

的
配
置
を
含
め
、
町
独
自
の

学
習
支
援
対
策
を
先
手
を

打
っ
て
講
じ
て
い
く
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ
６
月
１
日
か
ら
学
校

は
再
開
し
て
お
り
、

次
な
る
感
染
拡
大
も
考
慮
し

な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
準
備
に
時
間
が
割
か
れ

る
学
校
行
事
の
中
止
や
夏
休

み
の
短
縮
等
に
よ
り
授
業
時

間
を
確
保
し
て
い
ま
す
が
、

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の

優
先
度
、
重
要
度
」
に
重
き

で
お
知
ら
せ
し
た
こ
と
か

ら
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
で
情
報

を
得
ら
れ
な
い
方
に
対
す
る

情
報
発
信
に
不
足
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
手
段
を
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
、
効
果
的
か
つ
速

や
か
に
正
確
な
情
報
が
伝
え

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
が
気
軽
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
え
る
場

所
・
機
会
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等

と
連
携
し
な
が
ら
調
整
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

総
務
課
長
、
企
画

財
政
課
長
）

子どもたちの学ぶ機会の確保
　　　　　　先んじたコロナ対策を

 町長 ― 交付金の活用を含め、対応していく。

 田 中 とよ子 議 員田 中 とよ子 議 員

一般質問

▲公民館に置かれているパソコン

　来館者はどなたでも使用でき、住民の情

報収集手段の１つとなっていますが、今回

のコロナ禍では使用が休止されています。
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＊第１回教育施設検討委員会が開催　＊第１回教育施設検討委員会が開催　

　　　　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関連☞令和２年第２回定例会　一般質問
　７月 31日に、第１回教育施設検討委員会が開催さ　７月 31日に、第１回教育施設検討委員会が開催さ
れました。れました。
　御宿町の学校施設については、昭和 42年に御宿小　御宿町の学校施設については、昭和 42年に御宿小
学校、昭和 48年に布施小学校が建設され、校舎の耐学校、昭和 48年に布施小学校が建設され、校舎の耐
震化や定期的なメンテナンスを行いながら施設が使用震化や定期的なメンテナンスを行いながら施設が使用
されてきましたが、老朽化が進んでいます。されてきましたが、老朽化が進んでいます。
　教育施設検討委員会は、今後の教育施設について検　教育施設検討委員会は、今後の教育施設について検
討する会議です。討する会議です。
　委員会には、学校関係者や保護者代表に加え、議会　委員会には、学校関係者や保護者代表に加え、議会
から北村昭彦議員、岡本光代議員、立野暁広議員が出から北村昭彦議員、岡本光代議員、立野暁広議員が出
席しています。席しています。

　千葉県が行っている重度心身障害者（児）に対する医療費の助成は、これまで身体障害者、知的障害者
が対象とされていましたが、要綱の改正により、新たに精神障害者が対象とされました。
　御宿町議会では、「精神障害者も千葉県重度心身障害者医療助成制度の対象とする意見書の千葉県への
提出を求める請願書（請願者：いすみ精神障害者家族会）」を平成 29年 12 月議会で採択し、県に対し意
見書を提出しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関連☞ P7　議案第９号

　　*topics　　*topics 　 　御宿町議会で請願を採択御宿町議会で請願を採択

　　　　　　　　　　　　　　
精神障害者が医療費の助成対象になりました精神障害者が医療費の助成対象になりました

　　

▲第１回会議の様子

一般質問　その後を追いかけます

　＊町税課税誤り　過誤納金の返還状況が公開されています　＊町税課税誤り　過誤納金の返還状況が公開されています　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　関連☞令和２年第２回定例会　一般質問
　固定資産税及び国民健康保険税の課税誤りによる過誤納　固定資産税及び国民健康保険税の課税誤りによる過誤納
金の返還事務の状況が町ホームページで公開されています。金の返還事務の状況が町ホームページで公開されています。
（ページ下のQRコードからご覧になれます。）（ページ下のQRコードからご覧になれます。）
　今回の課税誤りは、税額を算出する際の角地（交差する　今回の課税誤りは、税額を算出する際の角地（交差する
２本の道路に接する土地）に関する係数の取扱いに誤りが２本の道路に接する土地）に関する係数の取扱いに誤りが
あったものです。普通住宅地区内の角地となる土地を所有あったものです。普通住宅地区内の角地となる土地を所有
する方で、固定資産税は平成 21年度分から平成 30年度分する方で、固定資産税は平成 21年度分から平成 30年度分
まで、国民健康保険税は平成 21年度分から平成 28年度分まで、国民健康保険税は平成 21年度分から平成 28年度分
までが対象となります。までが対象となります。
　８月 19 日現在の執行状況は、固定資　８月 19 日現在の執行状況は、固定資
産税で 67％、国民健康保険税で 75％（対産税で 67％、国民健康保険税で 75％（対
象件数での割合）となっています。象件数での割合）となっています。

▲角地の例
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●繰越事業の報告（報告第１号、第２号）

　地方自治体の事業は、４月から翌３月までを１年
とし、原則としてその期間に事業を終わらせなけれ
ばなりません。予算の繰越とは、年度内に事業を完
了することが難しく、執行ができなかった予算を翌
年度に持ち越すことを言います。
　令和元年度から令和２年度に繰り越された事業
は、防災行政無線屋外子局デジタル化工事 6,930
万円、メキシコ記念公園進入路の落石工事 1,940
万円等合計で１億 1,776万円が繰り越されました。

予算の繰越

契　約

　　　　　　　　　　提出議案提出議案

●防災行政無線戸別受信機購入契約
　　　　　　　　　　　（議案第１号）
　相手方　スイス通信システム㈱

　契約金額　１億 5,108万５千円
　期間　令和２年６月 18日～令和２年 12月 25日

組合規約の変更
●夷隅郡市広域市町村圏事務組合規約の
　改正に伴う協議（議案第２号）

　いすみ市、勝浦市、大多喜町、御宿町で構成され
る組合の規約改正に必要な協議です。
　これまで組合で協議されてきたごみ処理施設の建

設が中止されたことから、組合規約からごみ処理施

設の建設に関する事項を削除するための協議を行い

ました。

　夷隅郡市広域市町村圏事務組合では、消防署の運

営、障害や介護等の区分認定等を行っています。

　これまで、御宿町を含めた２市２町で構成されて
いる夷隅郡市広域市町村圏事務組合で、新しいごみ
処理施設の建設が検討されていましたが、原材料費
の高騰等の理由により建設が中止となりました。
　今の御宿町清掃センターは、稼働開始後 35年が
経過しています。平成 30年に排ガス処理施設を更
新し、この部分については一般的に 10年もつと言
われていますが、その他の設備も老朽化が進んでお
り、毎年５千万円から７千万円の補修費を要してい
ます。およそ９年後の排ガス処理施設の更新期限が
施設の限界と考えられ、今後の御宿町のごみ処理を
どうするか、早急に検討する必要があります。

*topics*topics 御宿町のごみ処理施設 御宿町のごみ処理施設

*topics*topics  
　　　　ご家庭にある防災行政ご家庭にある防災行政無線の無線の

　　受信機が新しくなります　　受信機が新しくなります

　防災行政無線のデジタル化により、今まで使われ
ていたアナログ波の受信機が使えなくなります。
　デジタル波を使った通信では、音声に加えて文字
放送も可能になります。また、雑音の軽減や音質の
向上により、放送内容が聞き取りやすくなります。
　新しい受信機への交換は、今年 11月頃から順次
行っていく予定です。
　御宿町に住所登録がある方や、現在古い受信機を
お持ちの方（事業所も含む）は、１台に限り無償で
貸与されますが、住民登録のない方や設置台数を増
やしたい方は１台２万円で貸与することとされてい
ます。
　※前回の議会だよりで掲載した記事に誤りがありました。
　　新たに事業所へ設置する場合は有償となります。
　　訂正し、お詫びいたします。
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条例制定・改正
●町長・教育長の給料の減額（議案第３号）

　新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響から、
町長及び教育長の毎月の給料を 3か月間 30％減額
します。期間は令和２年７月から９月までの間で、
合計で約 117 万円の減額となります。
　※町長の毎月の給料76万円×30％×３か月＝68.4万円
　　教育長の毎月の給料54.2万円×30％×３か月＝48.8万円

●職員の特殊勤務手当を規定（議案第４号）

　新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴い、住民
に対する検温の実施や体調不良者への対応等、保健
衛生業務を行う職員に対し、１日につき千円を超え
ない範囲で手当が支給されます。

●税条例等の改正（議案第５号、第６号）

　議案第５号では、令和 2年第２回臨時会で承認さ
れた税条例の一部改正において、文言を指し示す内
容を明確にするための改正を行いました。
　議案第６号では、母子家庭、父子家庭など、税制
上の「ひとり親世帯」の基準を一律とするための改
正や、新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴い、
納税の猶予を定めるなどの改正が行われています。

●マイナンバー「通知カード」の廃止
　に伴う発行手数料の改正（議案第７号）

　マイナンバー「通知カード」が今年５月 25日に
廃止され、通知カードの再発行や記載内容の変更が
できなくなったことから、それに要する手数料を町
条例から削除しました。
　通知カードの再
発行はできなくな
りましたが、現在
手元にある通知
カードは、名前や
住所等の記載内容
が住民票と一致し
ている場合に限り、
引き続きマイナン
バーを証明する書
類として使用でき
ます。

●国民健康保険・後期高齢者医療保険
　新型コロナウイルス感染症に係る
　傷病手当を追加（議案第８号、第10号）

　国民健康保険及び後期高齢者医療保険の被保険者
が、新型コロナウイルス感染症の罹患等で仕事を休
んだ場合、傷病手当金が支給されます。

●重度心身障害者（児）医療費助成に
　精神障害者を追加（議案第９号）

　重度心身障害者（児）に対する医療費の助成は、
これまで身体障害者、知的障害者を対象とされてい
ましたが、県要綱の改正により、新たに精神障害者
が対象とされました。それに伴い、町条例の改正が
行われました。

●国民健康保険税条例の改正（議案第 11 号）

　課税される税額の上限の引き上げ、低所得者に対
する税を軽減する基準の拡充がされたほか、新型コ
ロナウイルス感染症感染拡大に伴う国民健康保険税
の減免措置がされました。

●介護保険条例の改正（議案第 12 号）

　令和元年 10月から実施されている保険料率の軽
減措置が、令和２年度から通年で実施されることか
ら、保険料率の改正が行われました。

●町営住宅設置管理条例の改正
　　　　　　　　　　  （議案第 13 号）

　民法における保証人制度の見直しに伴い、町営住
宅の入居時に必要とされていた連帯保証人を「緊急
連絡人」に改めるなどの改正が行われました。
　緊急連絡人は連帯保証人と異なり、入居者の負債
等を代わりに受ける等の義務は課せられていませ
ん。

▲マイナンバーカード（上）と

　今回廃止された通知カード（下）
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令和２年第３回臨時会令和２年第３回臨時会
新型コロナウイルス感染症対策予算等を可決新型コロナウイルス感染症対策予算等を可決

７月21日　日程第 1号
議案番号 件　　　　名 結　果

議案第１号 　令和２年度御宿町一般会計補正予算（第５号） 可　決

＊提案議案と審議結果　　　　

●御宿町一般会計補正予算第５号（議案第１号）
　国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、プレミアム付商品券の発行や中小企業者

への支援を効率的に行うための仕組みづくりに要する経費や、崩落した町道法面（役場の前から実谷に向かう
道路）の復旧工事費などが計上されており、歳入歳出にそれぞれ 3,164 万 8千円が追加され、補正後の予算
総額は 46億 1,880 万 9千円となりました。
　なお、今回の補正予算で復旧工事費が計上された道路は工事が完了し、通行止めが解除されています。

補正予算

　補正予算
●御宿町一般会計補正予算第４号
　　　　　　　　　　　（議案第 14 号）

　国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金を活用した中小企業者等への支援金の給付、
小中学校再開後の学習支援体制の整備や子どもたち
の家庭学習の環境整備に要する経費のほか、職員の
特殊勤務手当や特別職給料の減額等が計上されてお
り、歳入歳出にそれぞれ2,388万5千円が追加され、
補正後の予算総額は 45億 8,716 万 1千円となりま
した。

　請　願
●学校教育に関する請願２件を採択　　

　　　　　　　（請願第１号、第２号）

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」
採択に関する請願書
　請願者：子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する
　　　　　教育関係団体　千葉県連絡会
　紹介議員：立野暁広
　教育水準の維持向上と地方財政の安定をはかるた
め、義務教育費国庫負担制度の堅持を求めるものです。

「国における 2021 年度教育予算拡充に関する意見
書」採択に関する請願書
　請願者：子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する
　　　　　教育関係団体　千葉県連絡会
　紹介議員：立野暁広
　厳しい財政状況の中で、様々な問題に対応し充実
した教育を実現させるためには、国からの財政支援
等が不可欠であることから、国に対し、2021 年度
における教育予算を確保を求めるものです。

　２つの請願は全員の賛成で採択され、国の関係機
関に意見書を提出しました。
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６月６月

議会議員活動情報 町議会議員の出席した会議や行事などを
紹介します。

（令和２年６月〜 8月）

第３回定例会　開会予定日第３回定例会　開会予定日

　９月 16 日（水）　９月 16 日（水）

７月７月

８月８月

  2日　国保運営協議会  2日　国保運営協議会
  5日　プール運営委員会  5日　プール運営委員会
　　　産業建設委員会協議会（第２回）　　　産業建設委員会協議会（第２回）
  9日　総務委員会協議会（第２回）  9日　総務委員会協議会（第２回）
10日　議会運営委員会10日　議会運営委員会
17日　第２回定例会（日程第１号） 17日　第２回定例会（日程第１号） 
18日　いすみ医療センター感染症特別検査室見学18日　いすみ医療センター感染症特別検査室見学
　　　説明会　　　説明会
22日　例月出納検査22日　例月出納検査
23日　水道企業会計決算審査23日　水道企業会計決算審査
24日　国保国吉病院組合決算審査24日　国保国吉病院組合決算審査
25日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合出納検査25日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合出納検査
26日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合臨時会26日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合臨時会

  4日　南房総広域水道企業団運営協議会  4日　南房総広域水道企業団運営協議会
  7日　総務委員会協議会（第３回）  7日　総務委員会協議会（第３回）
12日　議会だより編集委員会12日　議会だより編集委員会
21日　例月出納検査21日　例月出納検査
　　　国保国吉病院組合出納検査　　　国保国吉病院組合出納検査
25日　議会だより編集委員会25日　議会だより編集委員会
27日　産業建設委員会協議会（第３回）27日　産業建設委員会協議会（第３回）
28日　布施学校組合議会臨時会28日　布施学校組合議会臨時会
　　　千葉県町村議会議長会主催広報研修会　　　千葉県町村議会議長会主催広報研修会
31日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合定例会31日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合定例会

  8日　御宿町まち・ひと・しごと創生総合戦略検  8日　御宿町まち・ひと・しごと創生総合戦略検
　　　証委員会　　　証委員会
10日　いすみ鉄道対策協議会10日　いすみ鉄道対策協議会
14日　議員協議会（第７回 )14日　議員協議会（第７回 )
　　　議会だより編集委員会　　　議会だより編集委員会
17日　議会運営委員会17日　議会運営委員会
　　　夷隅郡町村議会議長会総会　　　夷隅郡町村議会議長会総会
20日　例月出納検査20日　例月出納検査
　　　布施学校組合出納検査・決算審査　　　布施学校組合出納検査・決算審査
　　　夷隅郡市広域市町村圏事務組合決算審査　　　夷隅郡市広域市町村圏事務組合決算審査
21日　第３回臨時会（日程第１号）21日　第３回臨時会（日程第１号）
　　　議員協議会（第８回）　　　議員協議会（第８回）
22日　国保国吉病院組合決算審査22日　国保国吉病院組合決算審査
28日・29日　決算審査28日・29日　決算審査
30日　原水爆禁止国民平和大行進30日　原水爆禁止国民平和大行進
31日　教育施設検討委員会31日　教育施設検討委員会

		

        

●表紙●表紙
　　メキシコ記念塔と星空の写真です。　　メキシコ記念塔と星空の写真です。
　　毎年８月中旬に極大を迎えるペルセウス座流星群を捉えようと　　毎年８月中旬に極大を迎えるペルセウス座流星群を捉えようと
　撮影に向かいましたが、残念ながら流星をカメラに収めることは　撮影に向かいましたが、残念ながら流星をカメラに収めることは
　できませんでした。　できませんでした。
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い
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、
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つ
も
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よ
り
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し
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し
い
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と
な
り
ま
し
た
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ま
た
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
、
感
染
症
関
連

の
ニ
ュ
ー
ス
と
併
せ
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
被
害
を
受
け
た
ま
ち
や
人
々

の
様
子
を
見
る
た
び
に
、
復
旧
の
難

し
さ
と「
日
常
」
の
貴
重
さ
を
改
め
て

感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
す
が
、
命
を
守
る
た
め

の
適
切
な
行
動
を
心
が
け
た
い
も
の

で
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
議
会
広

報
研
究
会
に
参
加
し
、
専
門
家
よ
り

編
集
技
術
等
に
つ
い
て
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
が
今
後
の

議
会
だ
よ
り
で
発
揮
で
き
る
よ
う
、

編
集
委
員
会
一
同
一
層
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
と
よ
子

　

★町ホームページ（http://www.town.onjuku.chiba.jp/）では、議会情報や過去に発行
　された議会だより、会議録等がご覧いただけます。また、議会事務局でも閲覧がで
　きますので、ご連絡ください。　　　　　　　　御宿町議会事務局　℡　0470-68-2515

千葉県町村議会議長会主催　広報クリニックに参加千葉県町村議会議長会主催　広報クリニックに参加

　より良い「議会だより」を目指して　より良い「議会だより」を目指して
　御宿町議会だよりは、議会における会議の内容や議会活

動を住民の皆さんにお伝えするため、昭和 47 年から定期

的に発行しています。

　御宿町議会での議会だよりに関する取組みとして、平成

26 年度に冊子編集専用のソフトを導入して印刷コストを

下げ、その分の経費で紙面のフルカラー化を行いました。

令和元年度からは、以前行った議会に対する住民アンケー

トの結果を元に、どのようにしたらより読んでもらえる広

報誌になるのか等について話し合い、従来の形を生かしな

がらも積極的にページの改変を行ってきました。また、議

会での質問が町政にどのように生かされるかをコーナーと

して取り入れるなど、「議会活動の見える化」をし、より

住民のみなさんに親しんでもらえる広報誌づくりに取り組んでいます。

　８月 28 日に、千葉県町村議会議長会が主催する広報研修会が開催され、御宿町から 4 人の議員が

参加しました。研修会の中で行われた「広報クリニック」は、実際に発行された広報誌を専門家がチェッ

クし、その紙面のいいところ、改善点を指摘するもので、今回の研修会では御宿町ほか２団体がクリ

ニックに申し込み、講師の議会広報サポーター 芳野政明氏より講評をいただきました。

　議会だよりは、町の課題を明確化し、どのように政策を決定していくか、過程が明らかになってい

ること、議会のしくみや行政の成り立ちなど、議会と住民との情報の差を埋める努力がされているか

等が評価のポイントとされています。技術的には、用語の使い方、見出しのわかりやすさ、レイアウト、

配色等が重要とされています。

　今回いただいた講評や住民の皆さんからのご意見を元に、今後も親しみやすい広報誌づくりに取り

組んでいきます。

▲研修会の様子


